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　2025年5月1日、静岡県静岡市葵区にて生物相調査中にニホンジカの変形角を採取したので報告する。通常ニ

ホンジカは、生後一歳以降に1尖から3又4尖程度の角がオスのみに生える。しかし静岡市で採取された角は1尖

のみが枝分かれしており、それ以外の2～4尖がほぼ一体化していた。当初これらの角の形状からニホンジカで

はなく、外来シカ類の可能性も考えられたため、角組織からDNAサンプルを採取し、遺伝解析によって種同定

を行った。

　遺伝解析の対象領域としては、先行研究によって大量の配列情報が公開されているミトコンドリアDNAの調

節領域を対象とした。DNAサンプルの採取は、滅菌処理をした電動ドリルで左角の基部に3.5ミリほどの穴を

あけた。採取した粉末は0.5 Mのエチレンジアミン四酢（EDTA）(pH 8.0）で56℃一晩脱灰処理後、DNeasy 

Blood & Tissue kitを用いてDNA抽出を行った。PCRプライマーにはL15926とH597を使用した。PCR酵素には

TaKaRa Ex Premierを使用し、初期熱変性94℃ 1分の後、熱変性98℃ 10秒、アニーリング50℃ 15秒、伸長反応

68℃ 1分を35回繰り返した後、最終伸長を68℃ 10分行った。PCR反応終了後1％アガロースゲルを用いたミニ

ゲル電気永道でPCR産物の増幅を確認した。さらにPCR産物はExoSAP-IT Expressで精製処理を行った後、ユー

ロフィンジェノミクス株式会社に送付し4つのプ

ライマー（L15926、LD15、HD8、H597）で受託

シーケンス解析を行った。

　遺伝解析の結果、ミトコンドリアDNA調節領

域の全長1229bpの塩基配列を決定することがで

きた。国際的な遺伝子データベースINSD（(the 

International Nucleotide Sequence Databases）で照

合を行ったところ埼玉県や東京都など関東山地

を中心に確認されているニホンジカの遺伝子型

と近縁であった。このことから当該サンプル

は、ニホンジカであると同定した。なお本サン

プルの塩基配列情報は、INSDに登録を行った。

（アクセッションナンバー：LC917578）。

　日本列島では近年、人為的に移入されたシカ

類の存在が文献調査や遺伝解析によって明らか

となっている。例えば、富山県内では遺伝解析

の結果、調査個体の約4割がヤクシカのミトコン

ドリアDNAを持っていることが明らかとなって

いる(Yamazaki 2018)。静岡県内においても、過

去に外来シカ類の飼育施設が存在したことが文

献調査から明らかとなっており（畜産技術協会 

1991）、今後、外来シカ類の可能性のあるサン

プルを入手した際にはご一報ください。
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